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「出入国管理及び難民認定法施行規則の一部を改正する省令案」の概要につい

て  

 

１ 改正の趣旨・目的  

 出入国管理及び難民認定法施行規則（昭和５６年法務省令第５４号。以下「施

行規則」という。）第５条第１項の規定により、上陸の申請をしようとする外

国人は、施行規則別記第６号様式による書面（外国人入国記録）１通を入国審

査官に提出しなければならないとされており、当該様式においては、上陸の申

請をしようとする外国人が申告する事項として、氏名、生年月日、渡航目的等

のほか、上陸審査に必要な各種質問事項が定められている。  

我が国を訪れる外国人は増加傾向にあり、一部外国人によるものではあるも

のの、我が国の法やルールを逸脱する行為などがあるとの指摘がある中で、外

国人が我が国への上陸を申請する段階で、法令を遵守する意思の有無を網羅的

に確認した上で、上陸の許否を決することが適当であることから、当該様式等

を改正し、法令遵守の意思の有無の確認に係る質問事項を追加するもの。  

 

２ 改正の概要 

施行規則別記第６号様式に下記の質問事項を追加するほか、所要の改正を行

う。 

表面：「４ 日本の法令遵守の意思の有無」  

裏面：「４ あなたは、日本の法令を遵守する意思はありますか？」  

 

３ 今後の予定  

  公布日：令和８年１２月（予定）  

  施行日：令和９年１月（予定）  


